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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ＮＨＫ大河ドラマで注目の女城主「直虎」。昔，薩摩にも女城主がい
ました。そこで，当館館長の原口泉が，「女城主『直虎』と『常盤』」
と題して，講演会を行います。多数の御参加をお待ちしております。

日 時： 平成２９年７月９日(日)
13：30～15：25（受付13:00～）

会 場： 鹿児島県立図書館１階大研修室
申込方法： 案内チラシ裏面の様式により，直接，県立図書館カウン

ターに提出するか，ＦＡＸ送信，又は電話でお申し込みく
ださい。様式については，県立図書館ＨＰにも掲載してあ
ります。

申込期間： 平成２９年６月１日(木)から定員に達するまで
定 員： １８０人（定員になり次第締め切ります）
問合せ先： 県立図書館資料課 TEL099-224-9515

FAX099-224-5824 【館長講演会案内チラシ】

※ 駐車場に限りがありますので，公共交通機関を御利用ください。

児童文化室ではときどき，初めて読み聞かせをする学生さんなどから「○歳の子にはどんな絵本
がいいですか。」というお尋ねがあります。当館では，そんな時に役立つ資料として「大人になる
までにこれだけは読んでおきたい『にじいろのほん』」という冊子を発行しています。長く読み継
がれている定番の作品を中心に，目安となる年齢別におすすめの本を紹介しており，児童文化室の
一画には「にじいろのほんコーナー」も設けています。

冊子は児童文化室内で配布しているほか，データを県立図書館ホームページで公開しており，自
由にダウンロードできるようになっています。

また，家庭や学校，公立図書館(室)等で子どもの本を選択する人たちのために，毎年「こどもの
本－児童図書モデルリスト－」も作成しています。前年発行された絵本や児童書で，県立図書館が
所蔵している本の中から，職員が選んだおすすめ本を紹介しています。こちらも，県立図書館ホー
ムページで年度ごとのデータを公開しています。子どもと本に関わる仕事に就かれている方や，子
育てを始めたばかりの方たちに活用していただきたいと思います。

《一般書》６月１５日（木） 《児童書》６月２３日（金）

○『いろいろおてがみ』 えがしらみちこ／作 小学館

○『10分で読める大わらい落語』

土門トキオ／文 橘屋仲蔵／監修 学研プラス

○『妖精のあんパン』斉藤栄美/作 染谷みのる/絵 金の星社

○『はっけよい！雷電』 吉橋通夫／著 講談社

○『明日のひこうき雲』 八束澄子／著 ポプラ社

○『絶望老人』 新郷由起/著 宝島社

○『風と雲のことば辞典』

岡田憲治/著 原田稔/著 倉嶋厚/監修 講談社

○『毎日､ハッカ生活｡』北見ハッカ愛好会/著 大和出版

○『震災歌集 震災句集』長谷川櫂/著 青磁社

○『あおなり道場始末』 葉室麟/著 双葉社
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○ 児童文化室ミニ展示 ６月23日(金)～７月22日(土)
「かがくのフシギ」

科学絵本や自由研究で活用できる本を紹介します。
○ 児童文化室【夏休みミニ展示】

６月23日(金)～８月31日(木)
「自由研究，これでバッチリ！」

毎年恒例，自由研究に役立つ本を紹介します。
○ 一般閲覧室ミニ展示 ７月１日(土)～７月30日(日)

「芥川龍之介を読む」

多くの短編を残し，芥川賞などでも知られる芥川龍

之介の没後90年を機に，彼の魅力を再発見できる図書
を紹介します。

○ 一般閲覧室ミニ展示 ７月１日（土)～８月31日(木)
「鹿児島県立図書館ゆかりの作家たち」

当館ゆかりの三人の作家（島尾敏雄氏，海音寺潮五

郎氏，椋鳩十氏）の功績と作品を紹介します。
○ 企画展 ６月16日(金)～６月30日(金)

「西日本読書感想画コンクール入賞作品展」

九州・山口各県の児童生徒の作品を紹介します。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

*ヒント* ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

バナナやレモンのいろだよ！ ※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（６月30日,７月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（６月23日）。

『ひとまねこざる』（H.A.レイ/文，絵 岩

波書店）からのクイズです。

おさるのジョージは，とてもしりたがりや
でした。あるひ，ジョージはどうぶつえんか
らぬけだして，アフリカからいっしょにやっ
てきた，なかよしのおじさんをさがします。
さて，おじさんがいつもかぶっているぼう

しは，なにいろでしょうか。

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，７月14日（金）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち い せい

解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「あかちゃん」でした。たくさんの御応募あ
ぜんかい こた ご おう ぼ

りがとうございました。

今回紹介していただいた宝本は，五味太郎/作，「きんぎょがにげた」（福音館書店）です。

小さくてかわいいきんぎょが，いろんなところににげてみつからないようにかくれんぼをしているところ
がおもしろかったです。カーテンやおかしやお花にもかくれていたので，おもしろい本だなと思ってい
ます。
わたしが１さいぐらいのときに，おかあさんのおねえちゃんがプレゼントしてくれたのでうれしかった

です。すてきなおもいでになりました。

ある朝，新聞コーナーで「ちょっといいです

か。」と男性に声をかけられました。こちらへ来て

見てほしいという身振りでしたので近付いてみます

と，新聞綴りの中が日付順に並んでいませんでし

た。

各新聞は月ごとに綴っていますが，新聞によって

は，一月分が前半と後半の２冊に分かれるものがあ

ります。今回は，前半と後半が混ざって綴られてい

ることの御指摘でした。

毎日閉館後に，職員が当日の新聞を新聞綴りに綴

っています。また，新聞を複写される方には，綴り

から新聞をはずし，複写が終わればまた元に戻して

いただいています。綴り間違いを防ぐために，毎朝

開館前に職員がチェックするようにしました。しか

し，新聞綴りの束は90棚分あり，見落としがあるか

もしれません。その時はお知らせいただけたら有り

難いです。


